




  
 WDW19-0495   
Writers and Directors Worldwide   
Moscow, 25/03/2019 - 27/03/2019   
Source Language: English  Published 
on: 29/04/2019  

                
  

決議：日本映画監督協会への支援  
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国際脚本家・映画監督評議会の会員は 2019年 3月 25-27日、ロシアのモスクワで年次総会

を開催し、日本における現行著作権法において、視聴覚作品の監督に著作権が与えられず、

彼らの作品の利用に対する公正な報酬を得る権利が奪われているという注意すべき状況を想

起する。  
  
この状況は映画監督の経済状況のみならず、映画産業並びに文化的多様性の発展にも悪影響

を及ぼす。それは映画の著作物及び視聴覚作品を原創作物として（訳注 : 創作性のある著

作物として）認めた、ベルヌ条約に規定された原則を軽視している。その上、日本における

視聴覚作品の監督を代表する著作者団体が、作品が国境を越えて利用されるときに、外国の

著作者団体と管理契約を締結することを妨げている。  
  
この状況に鑑み、国際脚本家・映画監督評議会は、  
  
映画監督が彼らの作品の利用から公正な報酬を得ることを目的とする日本映画監督協会の活

動に対する全面的支持を表明し、  
  
日本における映画監督のより良い待遇を獲得するために、日本映画監督協会と協力すること

を約束し、  
  
日本政府及び国会議員に対して、日本の著作権法を現代化して、映画監督が視聴覚作品の著

作者として認識されるようにし、然るべく承認を得た集中管理団体によって集中的に管理さ

れる形で、彼らの作品の利用から、公正かつ放棄出来ない報酬を得る権利を確保するよう要

請する。  
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